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NPO法人都市災害に備える技術者の会
• 設立動機：1995年阪神・淡路大震災で技術者（技術士）が十分社会
の安全に寄与していなかったという反省

• 設立母体：日本技術士会近畿支部建設部会の中の有志
• 設立時期：平成16（2004）年4月1日 内閣府により認証
• 初代理事長：故笹山幸俊元神戸市長
• ２代理事長：室崎益輝先生（現地区防災計画学会長）
• ３代理事長：伊藤東洋雄氏（元ゼネコン技術者）
• ４代理事長：山田信祐氏（元京都市役所）・・・現在
• 会員数：29名（2021.7現在、延べ98名）
• 会員は、技術士、行政現職・OB、防災士、防災に関心のある方

NPO都市災害に備える技術者の会 2022/2/27 2



活動内容
1. WG活動
（A:防災教育、B：地震災害軽減、C:地盤防災、D：草の根防災）

2. 防災講演会
1年間に3〜4回実施（現在コロナ禍で中断中）

3. 出前授業
大阪府立高専、大学、小中高校、幼稚園等々

4. 出前講習会
行政職員向け講習等

5. 災害発生時現地調査
大阪北部地震時

個別の活動内容は http://toshisaigai.net/katudou.html に公開

大阪北部地震時
住民相談に応じる

自治体職員防災研修会
講師は、阪神・淡路大震災当時
現職の神戸市職員だった片瀬氏
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取組事例（2006年宅造法改正）
•宅地造成等規制法改正の技術的支援（2005〜2006年）
「谷埋め盛土の地震時地すべり（国交省が滑動崩落と命名）」
の変動予測事業および耐震化事業を創設した。その技術的支援
を行った。

•支援業務を下記に掲載している。
http://toshisaigai.net/publication/index.html
・（第1-1号）大地震時における宅地盛土の被害に関する調査業務
・（第1-2号）平成17年度谷埋め盛土造成地の危険度評価・安定解析手法に関する検討

被災事例 分析 変動予測法開発
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盛土問題への技術的対応
危険盛土（実積） 40％と（予測） 0.1％

•大規模盛土造成地の変動予測事業の問題点指摘
①滑動崩落は大地震で例外なく発生
②阪神・淡路大震災では約40%が変動

(震度6弱で約40％、6強で約70％が変動）
③現行の盛土変動予測事業で危険と判定
された盛土は、第2次ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ終了した
自治体で、0.1％のみしか無い

④国が作成したガイドラインは、単純化・
簡略化しすぎて被災実態と合わない

•熱海の盛土土石流に関する情報収集
や議論を行い行政の意見募集に意見提出

•老朽化擁壁の倒壊（天下茶屋事故）
について問題点を議論

『大地震時における宅地盛土の被害に関する調査業務報告書』より
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情報収集、自治体へのヒアリング等の活動
•残土処分についての現状と法律の欠如などの問題について
•盛土点検について自治体へのヒアリング（16団体/全19団体から回答）
①自治体ごとの点検項目と評価基準は？、②地下水を点検しているか？その点検無しに
「安全評価」を出すのは危険ではないか？、③盛土の排水施設に対する考え方は？④独
自の取り組みは？,etc.
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行政職員用の研修会

•阪神・淡路大震災時に神戸市の
職員として対応された会員（片
瀬氏）を中心として、大災害時
に行政職が何を考え、何をしな
ければならないのかを、当時の
経験とその後の大災害支援（新
潟県中越地震や東日本大震災な
ど）の経験に基づいて、研修を
行っています。

「巨大地震災害時に市職員はどのように動いたか
〜阪神・淡路大震災時で体験したこと〜」
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防災講演会
（講演1.5時間、質疑1.5時間、一般市民も参加可能）

• 第56回『国内外の災害経験を引き継ぎ、来る大災害に備える』
講師 村田昌彦先生（関西国際大学学長補佐）

• 第55回『東日本大震災における対応と課題−未来への備え−』
講師 佐藤健一氏（元気仙沼市危機管理監）

• 第54回『災害時医療から被災者の健康危機管理まで―技術者のできること―』
講師 池内淳子先生（摂南大学教授）

• 第53回『2018年頻発した災害―災害報道の現状と課題―』
講師 安富信先生（神戸学院大学教授）

• 第39回『人口減少時代の新しい防災の姿〜阪神・淡路大震災、東日本大震災を踏
まえて〜』講師 牧紀男先生（京都大学防災研究所教授）

• 第37回『南海トラフ巨大地震と関西の地震防災を考える』
講師 河田惠昭先生（関西大学社会安全研究センター長）

• 第35回『深層崩壊、天然ダムを巡る最近の状況』
講師 石塚忠範氏（（独）土木研究所上席研究員）

• 第34回『東日本大震災の発生予測とその後』
講師 遠田晋次先生（京都大学防災研究所准教授）

• 第33回『液状化被害の実態と対策』
講師 安田進先生（東京電機大学教授）

NPO都市災害に備える技術者の会 2022/2/27 8



大阪府立高専 防災工学講義（2018-19）
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大阪北部地震（2018.6.18発生）対応

・現地踏査（被害調査）
・微動計測（地盤調査）
・地元住民相談対応
を実施
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